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１．全般について 

 

令和 3 年度も感染症対策に重点を置いた一年であった。県内及び近隣地域の状況を注視

すると共に、職員の家族の状況も踏まえ、園独自のガイドラインに沿い、感染対策を続け

た。感染発生に備え、市の補助による陰圧機の導入も行った。 

 しかし、1 月末、他施設からショートステイ入居された方が新型コロナウイルスの陽性

であった事を皮切りに、県から抗原検査キット等の備品の支給や、市の認定看護師による、

ゾーニング等の指導を頂きながら、法人一丸となって感染対策に取り組み、3 月にようや

く収束した。約 2 ヶ月に渡り、入居者様並びにご家族の方に多大なご迷惑とご心配をかけ

る結果となった。さらに、この間新規受け入れを自粛したため、令和 3 年度末は、多床室

において 2 名の欠員となってしまった。在宅においても、利用を自粛される方が多く、低

迷となった。 

 また、7 月には在宅サービス利用者の中で結核の陽性者が判明し、保健所の指示により、

利用者・職員に対し、血液検査を実施した。これらの経験を生かし、更なる感染対策に取

り組んでいきたい。 

 コロナ禍における新たな取組みとして、ケアハウスで「家シェフ」と題し、地域の寿司

店にご来園頂き、園内において外食の気分を味わって頂いた。また、イノシシ対策として

園内のフェンスを整備すると共に、園の畑にさとうきびの栽培を開始し、すくすくと育っ

たさとうきびを、栄養課にて活用した。職員処遇に関しては、2 月から全職員に対し、給

与の総支給額に対する 3％を新処遇手当として支給を開始した。特筆すべき点として、事

業推進課を立ち上げ、地域の企業に先んじて「熊本県 SDGS 登録事業者」として承認され

た。社会福祉法人として地域の方が安心して暮らせる未来のため、高い意識を持ち、取り

組んでいきたい。 

 みすみ保育園は設立 50 年を迎えた中、コロナウイルス対策としての一時休園及び自主

登園の措置や、大雨による休園の措置もあった。他県では送迎中の痛ましい事故が発生し

ており、園でもマニュアルの見直しを行い、同様の事故がないよう職員一同で周知した。

松寿園は慢性的に待機者確保が困難な状況が続いている。幸いに令和 3 年度は定員の確保

が出来ていたが、3 月末現在、入所待機者がいない状況である。更に、今後は建替えも最

重要課題の一つである。 

 「非日常」であったものが「日常」になりつつある現在、大規模災害や感染症に備えた

BCP を作成すると共に、法人理念と運営方針のもと、地域貢献と利用者のサービス向上に

努め、最期までその人らしく生活出来る施設作り、地域作りを今後も法人の使命としてい

きたい。 
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２．介護老人福祉事業 

 

介護老人福祉施設豊洋園は、新型コロナウイルス感染症に入所者、職員と共に苦しめら

れた 1 年であった。2 年度以上の新型コロナの猛威によって、数多くの行事や活動を中止

し、年 1 回の入所者ご家族との交流の場でもある家族会総会の実施も断念せざるを得ず、

日々の面会も制限と緩和の繰り返しであった。 

 そのような中、施設部として最大の感染対策を講じ、入所者・職員共にうがい、手洗い

の徹底やマスクの着用、換気等を実施し感染者 0 を目標に励んでいたが、1 月に新型コロ

ナウイルス陽性者の発生が起きてしまう事態となった。入所者及び入所者ご家族へは収束

まで多大なるご心配とご迷惑をかけることとなり、反省と共に今後は更なる対策を講じな

ければと考えている。 

 介護面では、職員の介護負担軽減に限らず、入所者の安全、安心な暮らしの支援に介護

ロボットの導入、眠りスキャンの増台や見守りカメラの設置を開始した。しかし、介護中

の事故によって入所者の入院等が発生してしまったことは大きな反省点である。4 年度は

事故 0 を目標に、新入職員の指導方法、業務分担、介護手順の見直し等を行い、更なるス

キルアップに努めて行く必要があると感じている。 

 入所者様の処遇改善としては、排泄ケアに関する見直しを行った。オムツの種類や交換

の回数を尿量や皮膚の状態に合わせて見直した結果、交換の回数が減り夜間帯の安眠の確

保や職員の業務省力化に繋げる事が出来た。また、低反発マットレスの購入とその性能を

さらに活かせる防水シートを購入し、利用者様一人一人の皮膚状態等に応じて使用した為、

安眠に繋がり利用者様からすでに喜びの声が聞かれている。 

 また、新たな試みとして、委員会を立ち上げＳＮＳでの情報の発信を本格的にスタート

させ、日頃の活動や近況を発信する事で遠方のご家族に対して、少しでも入所者との距離

が近くに感じて頂けるよう努めた。 

 2 月には永眠された利用者で、生前から黎明の碑へ納骨の希望があっていた方の納骨の

儀を執り行うことが出来た。ご家族様も安堵の様子であった。 

 最後に、園内のコロナ感染も収束し少しずつ以前のような活動や行事の再開、オンライ

ンや窓越しでの面会実施ができ始めていることは嬉しいことである。十分な感染対策を今

後も実施しながら入所者が安全に暮らせる施設、ご家族が安心して任せられる施設である

よう、職員一人一人が介護のプロであるという自覚を持ち業務に努めていきたいと考える。 
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介護老人福祉施設 豊洋園 入居者状況 

 
                     令和 4 年 3 月 31 日 現在   

 
1. [年齢・性別] 
 60～69 歳 70～79 歳 80～89 歳 90～99 歳 100 歳以上 計 平均年齢 
男  2 人    7 人  9 人  2 人   0 人   20 人 79.7 歳 
女   1 人  6 人  16 人  14 人   1 人 38 人 85.3 歳 

合計   3 人 13 人  25 人  16 人  1 人 58 人 83.4 歳 
 
2. [出身市町村] 
市町村名 人 数 市町村名 人 数 市町村名 人 数 
三角町 29 人 不知火町   4 人 松橋町 2 人 
小川町    1 人 上天草町 15 人 宇土市 2 人 
天草市    1 人     八代市   1 人  美里町    2 人 
熊本市    1 人   合 計    58 人 

 
3. [要介護度]  
 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 
人  数    0 人    0 人   16 人   32 人 10 人  
合  計 58 人 平均介護度 3.89 

 
4.[在所期間]  

 1 年未満 1 年以上 
  ～ 
3 年未満 

3 年以上 
  ～ 
5 年未満 

5 年以上 
  ～ 
10 年未満 

10 年以上  
合 計 

平 均 
 
在所期間 

  男 9 人 8 人 2 人 0 人 1 人 20 人 2.11 年  
  女 9 人 14 人 8 人 6 人 1 人 38 人 3.07 年 
合 計 18 人 22 人 10 人 6 人 2 人 58 人 2.74 年 

 
5.[面 会] （リモート含む） 

 年 0 回 年 1 回 年 2 回～ 
 年 5 回 

年 6 回～ 
年 11 回 

年 12 回 
 以上 

合 計 平 均 

合 計 8 人 2 人 26 人 13 人 9 人 58 人 8.10 回 
 
6.[退居者状況] 

 永眠 他施設へ転居 病院にて永眠 合 計 
人 数 21 人 1 人 3 人 25 人 
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ユニット 豊洋 入居者状況 

 
                     令和 4 年 3 月 31 日 現在   

 
1. [年齢・性別] 
 60～69 歳 70～79 歳 80～89 歳 90～99 歳 100 歳以上 計 平均年齢 
男   0 人    0 人  2 人   1 人   0 人   3 人 87.3 歳 
女   0 人 0 人  4 人   13 人   0 人  17 人 91.8 歳 

合計   0 人  0 人  6 人  14 人   0 人 20 人 91.1 歳 
 
2. [出身市町村] 
市町村名 人 数 市町村名 人 数 市町村名 人 数 
三角町 16 人 不知火町   1 人 松橋町   2 人 
熊本市    1 人   合 計   20 人 

 
3. [要介護度]  
 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 
人  数    0 人    0 人   7 人   8 人   5 人  
合  計 20 人 平均介護度 3.90 

 
4.[在所期間]  

 1 年未満 1 年以上 
  ～ 
3 年未満 

3 年以上 
  ～ 
5 年未満 

5 年以上 
  ～ 
10 年未満 

10 年以上  
合 計 

平 均 
 
在所期間 

  男 1 人 1 人 0 人 1 人 0 3 人 3.11 年  
  女 6 人 5 人 1 人 5 人 0 17 人 2.82 年 
合 計 7 人 6 人 1 人 6 人 0 20 人 2.86 年 

 
5.[面 会]（リモート含む） 

 年 0 回 年 1 回 年 2 回～ 
 年 5 回 

年 6 回～ 
年 11 回 

年 12 回 
 以上 

合 計 平 均 

合計 1 人 2 人 7 人 6 人 4 人 20 人 7.9 回 
 
6.[退居者状況] 

 永 眠 他施設転居 病院にて永眠 合 計 
人 数 9 人 0 人 2 人 11 人 
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行 事 実 績 
 

月 施 設 内 行 事 
そ の 他 

多 床 室 ユニット 

4 月 
花祭り甘茶  
西港・戸馳ドライブ 

花祭り甘茶 
戸馳ドライブ 

 
 

5 月 
菖蒲湯 新茶会  
母の日の集い  
クレープ作り 

菖蒲湯 新茶会  
母の日の集い   
 

新任職員の防火設備設置場所及び消火栓、

消火器取扱説明会 緊急連絡訓練手順説明

及び緊急連絡訓練 さとうきび植え 

6 月 
父の日の集い  
紫陽花見学 
 

父の日の集い  
紫陽花見学 
 

家族会総会（書類審議）  
震災・昼間想定総合訓練 
消防設備点検（アクティブエレクト） 

7 月 
七夕の集い  
かき氷茶話会 

七夕の集い  
 

 

8 月 
盆供養（霊照寺住職様来

園） 
盆供養（霊照寺住職様来

園） 
緊急連絡訓練手順説明及び緊急連絡訓練 

9 月 
敬老の集い 敬老の集い 

 
入居者結核健診（熊本ヘルスケア）  
職員健康診断（福岡健康管理センター） 
夜間想定総合訓練 

10 月 
100 歳及び長寿祝い会 
ミニミニ運動会 

100 歳及び長寿祝い会  
ミニミニ運動会・秋祭り 
ハロウィンパーティー 

熊本県衆議院選挙不在者投票 
緊急連絡訓練及び消火器取り扱い説明 

11 月 
紅葉見学（宇土立岡公園） 
 

紅葉見学 
 

青照学舎より地域福祉演習 
昼間想定消防訓練（宇城消防署西分署） 

12 月 
冬至湯 クリスマス会  冬至湯 クリスマス会 

 
消防設備立入検査（宇城広域連合消防本

部）協会けんぽ保険指導 

1 月 
新 年 祝 賀 会  七 草 粥   

書初め  
新 年 祝 賀 会  七 草 粥  

書初め 混ぜご飯作り 
消防機器取扱説明会 緊急連絡訓練 
 

2 月 
 
 

節分の集い  
バレンタインお菓子作り 

 

3 月 
 ひな祭りの集い   

ホワイトデイお菓子作り 
三角西港ドライブ 

鉢植えと手紙のプレゼント（青海小学校よ

り来園） 

月例 
誕生会 茶話会 外気浴 散歩 カラオケ大会 
西山美容室  太田理容店 

介護用品清掃（３ヶ月に１回） 
消防設備外観及び機能保守点検 
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研 修 実 績 
 

月 研 修 内 容 

4 月 
職員心得・理念・事業計画確認（回覧） 

5 月 
食中毒・院内感染対策（回覧）   トランスファーについて（回覧） 
豊洋園介護従事者のコンプライアンスについて回覧 

6 月 
危険個所・雷対策機器説明会（回覧） 身体拘束廃止・高齢者虐待防止について（回覧） 
高齢者のかかりやすい病気（回覧） 

7 月 
モニタリング・生活記録の書き方について（回覧） 介護保険制度・ケアプランについて（回覧） 
摂食・嚥下障害と食事介助（回覧） 

8 月 
褥瘡予防について（回覧）  認知症の基礎知識について（回覧） 
身体拘束等適正化のための指針・高齢者虐待防止マニュアル（回覧） 

9 月 
職員心得確認（回覧） 緊急時対応・AED の使用法・心肺蘇生について（回覧） 
感染症（緑膿菌・MRSA・結核菌・ESBL）について（回覧） 

10 月 
特定疾病の病気と理解について（回覧）  事故防止対策・リスクマネジメント（回覧） 
利用者のプライバシー保護について（回覧） オムツ外しの取り組みについて（回覧） 

11 月 
インフルエンザ・ノロウイルスについて（回覧） 
シーティングについて（回覧） 

12 月 
身体拘束廃止に向けた研修  

 

1 月 
 
 

2 月 
褥瘡予防について（回覧） 
拘縮予防と改善について（回覧） 

3 月 
緊急時対応について（回覧）  事故対策について（回覧） 

喉詰めと食事時のポジショニングについて（回覧） 

月例 
喀痰吸引安全委員会及び研修（毎月） 
褥瘡対策委員会（4 月・6 月・8 月・10 月・12 月） 

 



4月 6,633 300 1,209 0 727 96 284 90 717 2,475 9 12,540

5月 6,868 310 1,220 0 718 100 295 98 806 2,524 0 12,939

6月 6,631 300 1,304 0 742 90 304 90 797 2,502 0 12,760

7月 6,874 310 1,303 0 828 82 338 93 765 2,483 7 13,083

8月 6,926 330 1,312 0 774 79 318 137 834 2,510 0 13,220

9月 6,657 300 1,165 0 790 95 341 104 880 2,494 0 12,826

10月 6,887 310 1,299 0 816 89 325 93 868 2,667 8 13,362

11月 6,776 300 1,389 0 813 96 339 90 821 2,547 16 13,187

12月 6,716 257 1,408 0 734 77 309 93 725 2,554 13 12,886

1月 6,744 266 1,324 0 600 70 293 93 674 2,536 8 12,608

2月 6,022 320 1,004 0 587 75 271 84 751 2,311 0 11,425

3月 6,417 378 595 0 481 32 49 94 828 2,730 4 11,608

合 計 80,151 3,681 14,532 0 8,610 981 3,466 1,159 9,466 30,333 65 152,444

前年実績 80,411 3,547 14,348 167 9,488 813 2,427 1,095 8,698 29,215 58 150,267

増 減 -260 134 184 -167 -878 168 1,039 64 768 1,118 7 2,177

前年対比 100% 104% 101% 0% 91% 121% 143% 106% 109% 104% 112% 101%

一般食経管栄養
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　前年度と比較して全体的な食数に変わりはないが、ショートステイ・デイサービス・生きがい元気センター

における３月の減食は、新型コロナウイルス感染予防による利用自粛であると考えられる。
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4月 2,890 873 2,949 302 794 34 300 0 6,933 1,209 8,142

5月 2,952 763 3,063 410 853 47 310 0 7,178 1,220 8,398

6月 2,888 807 2,933 410 810 87 300 0 6,931 1,304 8,235

7月 2,831 917 3,168 323 875 63 310 0 7,184 1,303 8,487

8月 2,837 1,044 3,254 268 835 0 330 0 7,256 1,312 8,568

9月 2,825 778 2,974 387 858 0 300 0 6,957 1,165 8,122

10月 2,784 952 3,229 347 874 0 310 0 7,197 1,299 8,496

11月 2,767 1,218 3,125 171 884 0 300 0 7,076 1,389 8,465

12月 2,757 1,291 2,716 107 1,243 10 257 0 6,973 1,408 8,381

1月 2,950 1,115 2,687 209 1,107 0 266 0 7,010 1,324 8,334

2月 2,745 871 2,201 96 1,076 37 320 0 6,342 1,004 7,346

3月 2,930 485 2,394 98 1,093 12 378 0 6,795 595 7,390

合 計 34,156 11,114 34,693 3,128 11,302 290 3,681 0 83,832 14,532 98,364

前年実績 34,118 11,753 38,080 2,068 8,213 527 3,547 167 83,958 14,515 98,473

増 減 38 -639 -3,387 1,060 3,089 -237 134 -167 -126 17 -109

前年対比 100% 95% 91% 151% 138% 55% 104% 0% 100% 100% 100%

8

施設入居者・ショートステイ食形態別給食数

普通食 粥食 ミキサー食 経管栄養 計

入居者 SS 入居者

　SS利用者の粥食が増加している原因は、在宅サービス利用者の身体機能低下傾向に加え、長

期的なSS利用者は、施設入居者と同程度の身体機能の方が多く、安全面に配慮した食事を提供

した事に起因すると思われる。

　入居者のミキサー食が増加したのも、嚥下機能の低下からより安全面に配慮した食事を提供

した事に起因すると思われる。

SS 合計SS入居者 SS 入居者 SS 入居者



4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

合 計

前 年 実 績

増 減

前 年 対 比

9

665 62 0 727

666 52 0 718

692 50 0 742

743 85

普通食 粥食 ミキサー食

　デイ利用者において、粥食が増加している原因は、全体的に身体機能・嚥下機能の低下

が目立ち、より安全面に配慮した食事を提供した結果である。

合計

デイサービス利用者食形態別給食数

828

682 92 0 774

0

0 790

720 96 0 816

699 91

7,578 1,032 0 8,610

492 108 0 600

491 96 0 587

419 62 0 481

691 122 0 813

618 116 0 734

-878

91%

8,849

-1,271

86%

639 0 9,488

393

162%

0

－



４．通所介護事業

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

696 656 682 749 701 711 752 768 693 568 538 467 7,981

731 723 744 833 778 794 821 817 738 604 588 482 8,653

667 651 677 764 729 735 773 743 683 570 540 433 7,965

1 3 3 6 11 4 3 4 4 1 0 7 47

727 718 742 828 774 790 816 813 734 600 587 481 8,610

731 723 744 833 778 794 821 817 738 604 588 482 8,653

96

100

90

82

79

95

89

96

77

70

75

32

981

0

0

0

0

0

５月

４月

0

0

0

0

0

10月

0

３月

２月

１月

12月

11月

６月

福祉
１ ２ ３ ４ ５

合計
月 総合事業

月

要介護

 給食

 月間利用延人員

731

357 75 26 13 723

18

287 335 70 42

252

0 271

417 56 44

13 778

365 64

14 833

13

49 14 794

58 42

10 744

390

12 817

317 363 84 44

280 374 77

284 317 91 34

13 821

292 403 73 37

81 20

12 738

227 266 76 25 10 604

11 588

153 215 76 20 18 482

208 268

10

153 8,653

　昨年度実績と比較すると約10％減少した。減少の要因として、新型コロナウイルス感染対策によ

る利用の一部制限や複数回利用者の長期入院及び施設入所などが挙げられる。要介護１・２の利用

者が全体の80％以上を占めていることから、利用者の自立支援に向けたサービスの提供に努め、長

期の利用に繋げていきたい。

3,148 4,070 881 401合計 0

介護１～介護５

９月

８月

７月

 個別機能訓練

 健康チェック

 入浴（一般浴）

 送迎減算

275

302



Ａ様 Ｂ様 Ｃ様 Ｄ様 合計

４月 1 4 5

５月 4 4 8

６月 4 4 9 17

７月 4 4 8 16

８月 2 5 9 16

９月 4 7 11

１０月 4 8 12

１１月 2 4 6

１２月 4 4

１月 4 4

２月 4 4 8

３月 5 5 10

合計 15 48 45 9 117

５．訪問入浴事業

11

　今年度の利用減の要因として、永眠によるものもあったが、通所介護にサービス変更となる

ケースもあった。令和3年度実績が月平均20回を下回っているため、令和4年度も引き続き小規

模事業所加算を算定する。今後、利用者の体調管理を徹底し、安全なサービス提供と安定した

稼働率を目指していく。



利用延べ
回数

利用者数
利用延べ

回数
利用者数

利用延べ
回数

利用者数
利用延べ

回数
利用者数

利用延べ
回数

利用者数

４月 584 50 69 16 32 1 31 13 716 80

５月 618 54 65 17 32 1 34 16 749 88

６月 583 55 75 19 32 1 35 15 725 90

７月 602 55 76 17 32 1 32 11 742 84

８月 606 54 67 17 32 1 46 12 751 84

９月 560 53 74 16 32 1 51 10 717 80

１０月 610 52 72 16 32 1 44 13 758 82

１１月 616 53 65 15 32 1 42 16 755 85

１２月 635 50 66 14 32 1 47 15 780 80

1月 587 52 57 15 31 1 40 16 715 84

２月 541 48 62 17 32 1 74 14 709 80

３月 640 48 75 17 32 1 55 14 802 80

合計 7,182 624 823 196 383 12 531 165 8,919 997

12

６．訪問介護事業

訪問介護 予防介護 障害福祉 福祉サービス 合計

　前年度に比べ利用回数は減少、利用者数は増加の結果となった。新規の要介護の方、

複数回利用の方、福祉サービス利用の方の利用増を得ることが出来たが総合事業は微減であった。

利用延べ数前年比：　－124回（98.6％）　　　利用者数前年比：　＋71名（107％）

　訪問介護は利用に波があり、新規の方や変更・追加等の利用依頼には柔軟に対応している。

利用者の意見を聞き、変化観察を行い、安心して在宅生活が送れるよう支援し、居宅介護支援

事業所、関係事業所との連携と情報の共有を図り、新規利用者の獲得増加に繋がるよう努める。



リハ延べ回数 延べ回数 利用者数 リハ延べ回数 延べ回数 利用者数 延べ回数 利用者数 延べ回数 利用者数

R2 0 23 4 0 0 0 72 6 95 10

R3 0 32 5 0 0 0 72 3 104 8

R2 0 16 4 0 0 0 74 6 90 10

R3 20 32 8 4 2 1 94 5 152 14

R2 0 14 4 0 0 0 71 5 85 9

R3 74 28 8 12 1 1 81 4 196 13

R2 0 19 5 0 0 0 65 5 84 10

R3 84 31 11 10 1 1 58 4 184 16

R2 0 15 4 0 0 0 65 5 80 9

R3 70 36 14 16 4 0 31 4 157 18

R2 0 16 5 0 0 0 55 5 71 10

R3 92 35 12 0 9 2 37 4 173 18

R2 0 33 6 0 3 1 79 5 115 12

R3 82 40 13 0 12 3 41 4 175 20

R2 0 25 6 0 8 1 69 5 102 12

R3 90 36 13 0 14 3 108 6 248 22

R2 0 30 7 0 9 1 79 5 118 13

R3 68 39 12 0 9 2 123 7 239 21

R2 0 15 5 0 7 1 67 3 89 9

R3 26 34 12 0 8 2 82 5 150 19

R2 0 16 5 0 8 1 67 3 91 9

R3 24 45 10 0 7 3 63 6 139 19

R2 0 21 6 0 9 1 77 3 107 10

R3 0 56 10 0 1 2 36 4 93 16

R2 0 243 61 0 44 6 840 56 1,127 123

R3 630 444 128 42 68 20 826 56 2,010 204

2月

13

3月

合計

７．訪問看護事業

　昨年度との比較において、利用者数及び訪問回数が大きく増加している。要因としては、PTによ

る訪問リハビリの開始、特別指示や複数回利用の増加の影響と、これまでの連携の積み重ねによる

新規の依頼もあると思われる。今年度は看護師によるリハビリとなるが、『選んでもらえる事業

所』となれるよう努めたい。

11月

介護保険 要支援 医療保険 合計

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月

1月
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８．短期入所生活介護事業 
 多 床 室 ユニット 

総 合 計 
 要介護 介護予防 要介護 介護予防 

 実人数 延べ回数 実人数 延べ回数 実人数 延べ回数 実人数 延べ回数 実人数 延べ回数 

4 月 29 432       29 432 

5 月 29 437       29 437 

6 月 25 461       25 461 

7 月 31 462     1 5   32 467 

8 月 26 463        26 463 

9 月 28 414        28 414 

10 月 30 441  1 9      31 450 

11 月 26 477  1  5     27 482 

12 月 25 479  1 10 1   4   27 493 

1 月 27 429     1  26   28 455 

2 月 20 328      3 19   23 347 

3 月 12 201       12 201 

合計 308 5,024 3 24 6 54   317 5,102 

 

短期入所生活介護・介護予防事業について 

ショートステイの利用定員は 17 床であり、利用者の要望に最大限応えられるよう独居

生活者の在宅生活継続のため、退院後の一時的な生活リハビリ支援、ご家族の介護負担軽

減、突発的な理由による受け入れ支援などを行っている。 

 また、在宅での生活継続が困難となった場合に、本人はもちろんご家族が安心して暮ら

せるよう、施設入所を前提とした長期的なショートステイで受け入れている。長期的な利

用者は月平均 9～10 名ほどで、年々需要は高まっていると考える。背景として、介護者の

高齢化や、宇城市外からの希望が増加していることが挙げられる。その為にも他事業所や

関係行政、その他保険・医療・福祉サービス等と情報交換や共有を行い、密接な連携を図

ることで、適切なサービス利用に繋げられるよう努めている。 

 そのような中で、令和 3 年度は 2 月に新型コロナウイルス感染者が利用者に発生したこ

とで、一時的にサービスの提供を制限しなければならなかったことが悔やまれる。感染対

策、コロナ感染症の収束目的であるとはいえ、必要としている利用者、ご家族に対し事業

を一時中止してしまったことは、「在宅生活継続のための支援」に大きな影響を与えたと感

じている。年度末になり、サービスの再開も段階的ではあるが、行えるようになったこと

が救いである。 

 今後も、利用者の特性や生活情報の収集、身体状況や既往歴の把握、多職種間での情報

共有を密に行い、その人がその人らしく生活できる為に精一杯の支援に努めていきたいと

考える。 
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９．居宅介護支援事業 

前年度に比べ、要支援の委託を受けた事で前年実績 1,510 件に対して増加している。 

高齢で基礎疾患のある利用者の体調変化により、入院後、施設入所となるケースや、医療

依存度が高い利用者や余命わずかと思われる利用者の支援を行う機会が多くみられた。在

宅生活を望まれる背景には、コロナ禍にあり入院中の面会制限等が理由の一つと考えられ

る。「最期まで住み慣れた地域、自宅で過ごしたい」と望まれる利用者の在宅生活を支え

る為、家族・地域・関係事業所と協力し、知識を深め、利用者の望む暮らしを支えていき

たい。 

令和 3 年度 実績報告 

介護度別請求数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

要支援 1 1 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 33 

要支援 2 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 16 

要 介 護 １ 49 48 47 50 51 53 55 49 49 52 50 43 596 

要 介 護 ２ 50 49 48 52 47 50 46 47 42 42 43 42 558 

要 介 護 ３ 16 14 12 13 13 14 15 14 16 20 18 15 180 

要 介 護 ４ 11 12 16 15 12 9 11 14 15 13 10 9 147 

要 介 護 ５ 3 3 4 3 3 3 3 2 2 2 2   2 32 

月 遅 請 求 件 数 （1） （1） （3） （1） （0） (2) (3) （2） （2）   （2）  （2） （1） 20 

合 計 132 131 135 139 131 135 137 132 130 135 129 116 1,582 

 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

新 規 介 護   4   6   1   7   3   4   4   3   3   3   2   2 42 

入 院  12  13  10 7 8 8  11  9  10  8  13  13 122 

長 期 休   0   0   4   4   2   2   2   2   0   0   2   2 20 

施 設 入 所   1   2   0   3   2   1   2   2   0   4   4   4 25 

死 亡   2   2   1   1   0   4   2   2   1   0   2   1 18 

区 分 変 更   1   0   2   0   0   2   2   3   3   1   1   0 15 

そ の 他   0   2   2   5   3   0   0   0   0   0   0   0 12 

              

質の向上への取組み  集中減算提出書類作成 

ケ ー ス 検 討 会 52  

 

全事業所 対象 

 

 

 

3 月 

9 月 

年 2 回 

支援センター 勉強会 12 

サービス担当者会議 196 

地域ケア会議事例提出   3 

カ ン フ ァ レ ン ス 参 加 28 

医 療 連 携 情 報 提 供 54 
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１０．地域支援・貢献事業 
 

【安否確認事業】 
 

 令和３年度 実績報告 

 令和 3 年 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

古 場 15 20 10 13 19 12 

底 江 2 3 3 2 3 2 

郡 浦 3 2 5 3 5 3 

計 20 25 18 18 27 17 

 

10 月 11 月 12 月 

令和 4 年 

1 月 2 月 3 月 合計 

10 15 14 16 14 15 173 

1 2 2 2 1 2 25 

5 3 4 4 4 3 44 

16 20 20 22 19 20 242 

 

平成 29 年 10 月から取り組んでいる事業である。地域の人口減少、高齢化が進む中、高

齢者夫婦や独居者への事業拡大が通年の課題である。地域の高齢者を支えられる事業とし

て民生委員や区長の皆様と情報を共有させて頂き、安心して在宅生活を送って頂く為の事

業として継続していきたい。 

 

 
【高齢者買物支援事業】 
 

１．利用者状況 

年間利用計画（6 月・9 月・12 月・3 月） 

  R3 年 12 月 17 日実施     ・郡浦 2 名 ・東港 3 名  
                               計 5 名 
 

 平成 30 年 12 月から事業を開始した。今年度も新型コロナウイルス感染予防のため、外 

出自粛、3 密回避により、大矢野方面へ 1 回の実施に留めざるを得なかった。過疎が進む 

地域で近くに買い物をする場所や、車で移動する手段がなく買い物難民となっている高齢 

者を支える事業として、感染対策を万全に行い、次年度は実施回数を増やしていきたい。 

 



4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

合計

111%76

717 695 22 103%

806 699 107 115%

721797

１１．配食サービス事業

R3年度実績 R2年度実績 増減 前年対比

765 715 50 107%

834 676 158 123%

131%209671880

868 821 47 106%

821 794 27 103%

725 751 -26 97%

674 683 -9 99%

751 709 42 106%

17

109%828

9,466 109%

65

768

763

8,698

　前年度と比べ夕食数が増加した。入院者や毎日利用の方の施設入所が多かったが、同

時に新規利用者も増えた為、食数増加に繋がったと思われる。今後も利用継続に繋がる

よう努める。



８月

18

338

295

304

271

49３月

１月

２月

１１月

１２月 309

293

合計 3,466

４月

５月

　昨年度と比較して延べ利用者数は1,000名ほど増加しているが、2月に新型コ

ロナウイルス感染対策による一時休止及び利用自粛もあり、急に利用者減と

なった。利用者の中には、病気や怪我等で要介護認定を受け、通所介護事業へ

移行となられた方もおられる。今後、感染対策を継続しつつ、新規利用者の獲

得や利用増回を促し、事業の拡大を図っていく。

１２．生きがい元気センター

318

341

325

339

９月

延べ利用者数

284

６月

７月

１０月



19 

１３．軽費老人ホーム（ケアハウス） 
 
１ 支援体制について 

恵まれた自然環境の中、安全で安心感があり、その人らしく尊厳のある日常生

活が継続できるよう努めた。しかし既往症の重症化により永眠された方や要介護

状態の重度化に伴い併設施設等へ入居された方もおられた。 

精神的に自立された生活が継続して営まれるよう、ご家族との関係づくりを大

切にすると共に、地域包括支援センターや居宅介護支援センターとの連携に努め

た。 

令和３年度     入居者   ７名        退居者   ７名 

 

２ 入居者からのご意見について 

月に１回の「コーヒータイム」の中で、月の行事や施設からのお知らせ、入居

者様からのご要望等、気軽にお声を伺えるひと時として実施した。入居者様の思

いをしっかり受け止められ多くの会話が出来、充実した内容となった。 

 

３ 季節の行事と各活動について 

新型コロナウイルス感染対策として、外出の制限や行事の縮小、中止等、入居者

様に窮屈な生活を強いることとなった。しかし、四季折々の風情を大切にする心を

忘れることなく、コロナ禍の中でも十分な感染対策を行い可能な限り各行事等を実

施し、思い出作りを行った。 

活動状況については、別紙の通り。                   

     

４ 安全・衛生面について 

年２回の衛生点検に加え、害虫駆除を毎月実施した。また、居室の衛生状況の

確認を行う事によって、利用者の衛生面に対する意識の向上と、施設内の環境衛

生の充実が出来た。ご自身での衛生管理が困難な方については説明を行い、サー

ビス利用を促した。 

年３回の消防訓練は、支障がない限り利用者全員の参加の下実施した。 

 

５ 食事について 

年２回の嗜好調査を参考に、家庭的な雰囲気の中で、おいしく、食べやすく、

栄養のバランスが摂れた献立とした。行事食・手作り弁当・クッキングデイ・お

やつ作りと、食べる事の楽しみを多く取り入れた。 

特にクッキングデイではケアハウスの畑で収穫した玉ねぎや・さつまいもを活

用したり、つわやフキを使った昔ながらの季節料理を食されたりと好評であった。 

感染症の予防として食事前の手洗いと手指消毒を徹底した。 
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６ 生活について 

温泉がケアハウスも引湯されており、血行の改善や不眠の解消等の効能があり、

大変好評である。レクリハは定着し、入居者様自らの声掛けで行われている。参

加されることで、閉じこもりを防ぎ、身体的・精神的機能の低下防止に繋がった。

脳いきいき勉強会では、簡単な計算・間違い探し等を取り入れ、積極的に参加し

て頂いた。書の道・茶の湯・PTによるレッツリハビリも定着している。新型コロ

ナウイルス感染対策として、入居者様の楽しみの一つであったショッピングの機

会を減らしたことで、ストレスや不便さを感じておられる様子が伺え、職員によ

る買い物支援を行っている。 

 

７ 健康面について 

 新型コロナウイルス感染対策として、毎朝の検温を実施し、体調管理を徹底した。

食堂には飛沫感染防止の為のアクリル板使用を継続し、テーブルや床の消毒、廊下

の手すりや居室のドアノブの消毒も徹底した。外出時や居室から出る際のマスク着

用は必須とし、入居者様に定着した。ワクチン接種については、ほとんどの方が３

回目の接種が終了した。 

週１回の血圧測定・月１回の体重測定を行い、常に入居者様の健康状態の把握

と異常時の早期発見予防に努めた。定期健康診断では再検査や加療の必要な方は、

かかりつけ医と連携し、安心した生活ができるよう取り組んだ。口腔ケアの大切

さを認識して頂く為の勉強会の取り組みも継続した。インフルエンザの流行時期

前には全入居者の予防注射を実施した。 

 

８ その他 

 年４回の季刊誌の発行にあわせてご家族へ近況報告し、関わりを深めた。身体面

や精神面の状態変化時には、必ずご家族へ報告を行った。また、オンライン面会や

SNS を活用した情報の発信を行い、面会制限が実施される中でもご家族と情報の共

有が図れる体制を継続した。 

  

 

 

 
 



（単位：名）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

入居者総数 30 30 30 30 30 29 30 30 30 30 30 30

男性 9 8 8 8 8 7 8 8 8 8 8 8

女性 21 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22

入居者平均年齢 87.7歳 84.4歳 84.2歳 84.2歳 84.4歳 87.3歳 87.6歳 87.6歳 87.6歳 87.6歳 87.6歳 87.3歳

介護保険認定 21 22 23 23 22 21 21 21 21 21 25 26

生きがい
元気ｾﾝﾀｰ

2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3

レッツリハビリ 10 14 13 12 13 14 10 15 14 11 0 10

ショッピング 27(6.8) 買い物支援 買い物支援 8(4.0) 買い物支援 買い物支援 7(3.5) 13(7.5) 20(5.0) 0 0 0

ふれあい喫茶
１１

母の日の集い
１６

父の日の集い
２３

七夕の集い
２３

夏祭り
２２

阿弥陀如来建
立記念
１８

ミニミニ
運動会
２７

いきなり饅頭
作り
８

餅つき
４

新年祝賀会
２５

節分の集い
２１

昼食懇談会
３

健康診断
２５

屋上食事会
２３

七夕短冊作り
１８

みょうが饅頭
作り
６

敬老の日の
集い
２３

いきなり饅頭
作り
５

グルメの旅
ショッピング

１８

クリスマス会
２８

書初め
２

旧正月よもぎ
餅作り

４

ひな祭りの
集い
２２

カラオケ
１３

口腔ケア
講演会
１４

ふれあい喫茶
２０

柿むき
１３

ふれあい喫茶
１４

年忘れゲーム
大会
２０

カラオケ大会
１７

桜花見
ドライブ

８
年越しそば

作り
３

《サークル》総人数 訪問理容 14 訪問理容 16 訪問理容 12 訪問理容 19 訪問理容 21 訪問理容 18

書の道 2 2 2 1 3 0 3 2 2 0 0 3

茶の湯 17 16 19 19 16 13 15 18 14 18 21 17

衛生タイム 0 2 2 7 0 0 0 0 0 0 0 0

コーヒータイム 0 25 20 13 18 19 20 18 20 21 17 0

ｸｯｷﾝｸﾞﾃﾞｨ 5 5 4 5 5 0 4 7 0 4 3 0

脳イキイキ勉強会 14 13 16 13 12 20 17 14 18 13 18 17

レクリハ 58 96 75 119 65 47 117 127 59 137 104 126

西山清 増田キヨコ 宮本年行 宮本タミ子 川越増子 浦津俊治 直江政子 川口ハナ子

長尾絹子 小山セイ 直江政子 宮村フサ子

宮下誠子

浦津キミ子

家シェフ
２６名

2
1

訪問調査

季節の行事

衆議院議員選
挙不在者投票

２６名
合同活動
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１４．みすみ保育園 

 

令和 3 年度 
 

 

 

          みすみ保育園事業報告 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 黎明福祉会 

 

    みすみ保育園 
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令和 3 年度 みすみ保育園事業報告 

 

１．月別園児数内訳                            定員 60 名 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

園児数 61 名 61 名 62 名 60 名 61 名 61 名 62 名 62 名 61 名 61 名 61 名 61 名 

管内 

標準 

短時間 

52 名 

43 名 

9 名 

52 名 

44 名 

8 名 

53 名 

47 名 

6 名 

51 名 

47 名 

4 名 

52 名 

48 名 

4 名 

52 名 

47 名 

5 名 

54 名 

48 名 

6 名 

54 名 

50 名 

4 名 

53 名 

49 名 

4 名 

53 名 

49 名 

4 名 

53 名

49 名 

4 名 

53 名 

49 名 

4 名 

広域 

宇土 

熊本市 

上天草 

標準 

短時間 

9 名 

5 名 

2 名 

2 名 

9 名 

0 名 

9 名 

5 名 

2 名 

2 名 

9 名 

0 名 

9 名 

5 名 

2 名 

2 名 

9 名

0 名 

9 名 

5 名 

2 名 

2 名 

9 名 

0 名 

9 名 

5 名 

2 名 

2 名 

9 名 

0 名 

9 名 

5 名 

2 名 

2 名 

9 名 

0 名 

8 名 

5 名 

1 名 

2 名 

8 名 

0 名 

8 名 

5 名 

1 名 

2 名 

8 名 

0 名 

8 名 

5 名 

1 名 

2 名 

8 名 

0 名 

8 名 

5 名 

1 名 

2 名 

8 名 

0 名 

8 名 

5 名 

1 名 

2 名 

8 名 

0 名 

8 名 

5 名 

1 名 

2 名 

8 名 

0 名 

 

２．保育活動の実践について 

 昨年度に引き続きコロナ禍で保育活動や行事、地域参加等あらゆる面で自粛、縮小となったが、

保護者の皆様にご理解とご協力を頂きながら色々な工夫をして、今できる最大限の形での活動、

行事を計画し実践してきた。もうしばらくは慎重な計画、実行となるが With コロナとして捉え、 

子どもたちの育ちに必要な活動を安心・安全な形で行っていきたい。 

 日々進化するヨコミネ式では、「子ども達の将来に役立つために」をモットーに、持てる力を最

大限に出せるよう取り組んでいる。毎日の走り込みと体操で「体の力」を身につけ、読み書き計

算で「学ぶ力」を、自分で失敗しながら「やれば出来る」という気持ちで「心の力」を育て、「頑

張ることが楽しい！」と思える保育を行っている。 

 養護の面では、昨年度から引き続きある園児の家庭養育環境に関してのケース会議（宇城市行

政、小学校、保育園）に参加したり、園内においても療育を必要とする園児の対応（療育への繋

ぎ、市への情報提供、協議）、保護者支援等、検討会を開きながら進めて行った。 

 

３．職員研修について 

 4 月 1 日に全職員参加しての保育計画立案と年間計画、感染症、衛生管理、事故防止、防災マ

ニュアルの読み合わせ、職員心得の確認などを行った。新型コロナの影響で年間を通して実施さ

れていた保育協会や社協、その他専門分野の研修、キャリアアップ研修などの多くが zoom研修と

なり、園内にて受講時間を確保し参加した。ヨコミネ研修等は昨年度よりオンライン研修となり、

多くの職員が参加し、その後の保育に大変参考になった。研修後は復命書や全体会議等で共通理

解を深めた。その他、7 月に宇城地域療育センターから療育相談員の先生方が来られ、在園する

子どもに関するケース会議、カンファレンス、保護者の育児相談が行われ、気になる子ども達の

療育への繋ぎや小学校との連携にも大変役立った。 
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４．保健安全等について 

 保健については、乳幼児の健康に十分配慮（特に新型コロナウイルス感染拡大防止対策等）し、

必要に応じてほけんだよりやコロナ感染予防に関するお知らせを数回発行した。また毎日の体温

体調チェック表で子ども達の健康管理についてご家庭と園で共通理解を図り、感染拡大防止への

ご理解とご協力を頂いた。計画に基づき実施される園児の健康診断（年 2 回 5 月、10 月）、歯科

健診（年 1 回 6 月）、尿検査（年 1 回 7 月）等は予定通り行った。また身体測定を毎月実施。

7 月には年中、年長児を対象に歯科衛生士による歯科教室が行われた。また、きれいで強い歯を

目指すためのフッ素洗口も 4 月より開始した。職員健康診断は 9 月に実施。検便については、全

職員毎月行った。 

給食については、宇城保健所の指導に基づき、園児の健康・発育等に留意し献立を作成した。

必要な栄養量の確保と嗜好を生かした調理に配慮して実施した。食物アレルギーに関する調査も

行い、該当園児には除去食の提供に努めた。また肥満傾向にある園児については栄養士が資料を

作成し、保護者へ注意点等を伝え、食生活の改善を促した。  

安全については、毎月の避難訓練、交通安全教室を通して、全職員が危機管理意識を常日頃か

ら持つよう心掛けている。交通安全協会の指導員による幼児交通教室では、園児と職員でシート

ベルト未着用時の危険性について体験するコーナーに参加し、改めて着用の必要性を感じた。年

度末の消防総合訓練は、新型コロナウイルス蔓延防止措置期間だったため、避難訓練と通報訓練

のみの実施となった。 

送迎バス運行において他県での降車時の確認ミスによる死亡事故発生を受けて、マニュアルの

再確認および、危機管理意識を常に持って安全な運行に努めるよう、全職員で共通理解を図った。

また、出欠の確認がとれない場合は 9 時半までに園長及び主任が保護者に連絡し、確認をとるよ

うマニュアル化した。 

その他、大雨や新型コロナウイルス感染により、休園や自主登園の措置を行った。 

 （大雨により避難指示が発令され休園 8 月 13 日、14 日、16 日（PM）、17 日） 

  （新型コロナウイルス感染及び濃厚接触者により休園 3 月 7 日、8 日、9 日、11 日、12日 

   自主登園 1 月 13日、3 月 10日、14 日、15 日） 

 

５．保育環境の整備について  

  新型コロナウイルスの感染拡大防止対策として、送迎バスにも除菌装置を常備。消毒液等備品

補充と保育室内外の定期的な消毒清掃、換気等を十分行い感染予防に努めた。また、職員駐車

場側斜面の防草工事、遊具の塗装やメンテナンス、遮光ネットの修繕も行った。 
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６．行事実績 

 行  事  名 そ の 他 入所 

児童数 

４月 

・入園 

・降園時面接相談 

・春のピクニック 

  

61 名 

５月 

・クラス写真撮影 

・園児健康診断 

・若葉のピクニック 

・本部役員会 

 

 

61 名 

 

６月 

 

・衣替え ・歯科検診  

・七夕飾り付け 

・プール開き 

 

 

 

61 名 

７月 

・幼児歯科教室 

・宇城地域療育センター育児相談 

・園児尿検査  

・あじさいピクニック 

・夏まつり  

・青海小連絡会 

 

 

60 名 

８月 

・児童クラブ人権学習  

・以上児自由参観 

・三角小連絡会 

 

 

61 名 

９月 

・第 50 回運動会 

 

・本部役員会 

・園庭土入れ  

・運動会予行練習、準備（役員） 

・職員健康診断 

・斜面防草工事 

・消防設備点検 

 

61 名 

１０月 

・衣替え  

・大丸しぇ 

・園外保育  

・お店屋さんごっこ 

・園児健康診断 

・保育参観&子育て講演会 

・ワックスがけ 

・青海小就学時健診 

 

62 名 

１１月 

・ボランティア活動（年長） 

・園外保育 

・サッカー巡回指導 

・不知火小就学時健診 

・三角小就学時健診 

・豊福小就学時健診 

・宇土小就学時健診 

・阿村小就学時健診 

 

62 名 
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１２月 

・ツリー飾りつけ 

・園外保育 

・もちつき 

・クリスマス会 

・遊具塗装 

 

 

 

61 名 

 

1 月 
・発表会全体練習（防災センター） 

・発表会ビデオ撮影（防災センター） 

・本部役員会 

・防災センター道具運搬（役員） 
61 名 

２月 

・豆まき 

・発表会写真撮影会（園にて） 

・年長児発表会（園にて） 

・青海小一日入学 

・三角小連絡会（zoom） 

・青海小連絡会 

・宇土小連絡会（電話） 

・豊福小連絡会（電話） 

・大原学園吉田さん実習 

 

61 名 

 

 

 

３月 

・修了記念写真撮影 

・消防総合訓練（通報のみ） 

・お別れ遠足 ・新入園児説明会 

・修了式 ・卒園式 

・消防設備点検 

 

 

61 名 

 

月例として、避難訓練、交通安全教室、布団持ち帰りがあり、誕生会は２カ月に１度行ってい

る。また職員会議を月１回、クラスミーティング、非常勤職員ミーティングを必要に応じて行い、

毎朝の朝礼等で職員の共通理解、意識、質の向上に努め、安全で安心できる保育を心がけている。 
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令和 3 年度 みすみ保育園児童クラブ事業報告書 

 

１．利用状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合 計 

利用児童数 249 212 297 278 230 245 242 225 235 188 124 165 2,690 

保育日数 25 22 26 25 22 23 26 24 24 21 14 21 273 

登録者数 17 15 17 19 20 17 15 15 17 17 16 14 199 

 

  ※8 月の大雨による休園と 1～3 月のコロナ感染及び濃厚接触による休園、登園自粛期間中の

受け入れを中止した。    

 

  ※園行事への参加は、コロナ禍のため無し。 

 

 ※ヨコミネ式のそろばん検定には、多数の児童クラブ員が参加。コツコツと級を取得し、 

   年度末には 3 年生 1 名が 1 級に合格した。 
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令和 3 年度 三角子育て支援センター事業報告  

１．利用状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合 計 

わいわい広場 

参加者数 
20 23 24 37 9 26 34 19 34 7 10 28 271 

講習会等 

参加者数 
28 26 22 25 18 20 67 56 34 7 12 8 323 

地域支援活動 12 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 

育児相談 3 4 4 3 5 4 6 3 3 3 3 2 43 

開設日数 21日 19日 22日 21日 22日 21日 21日 22日 20日 21日 20日 23日 253 日 

利用合計 60 49 58 62 27 46 101 75 68 14 22 36 618 

 

２．活動報告  ☆わいわい広場は、週５日開所 （月～金 ９時～１４時） 

 講習会・イベント活動 乳幼児健診支援 

４月 
・こいのぼり製作 

・絵本読み聞かせ 

・乳児検診 

５月 
・家庭菜園  ・誕生会 

・ベビーマッサージ 

・健診支援なし  

６月 
・親子ビクス 

・クッキング 

・乳児検診 

７月 
・感覚あそび   

・誕生会  ・手作りうちわ 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の為

健診支援なし 

８月 
・カラーサンドアート ・プール 

・夏まつりごっこ ・音楽あそび 

 

９月 
・誕生会  ・ハンドメイド 

 

 

１０月 
・ハロウィン ・クッキング 

・秋の制作 

    

１１月 
・誕生会  ・親子ビクス 

・クリスマス製作 ・絵本読み聞かせ 

   

 

１２月 
・クリスマス会 ・クッキング 

・しめ縄作り 

 

 

１月 
・節分製作  ・誕生会 

・ハンドメイド 

    

２月 
・豆まき ・お雛様製作 

  

   

３月 
・誕生会  ・絵本読み聞かせ 

・親子ビクス 
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  令和 3 年度みすみ保育園一時保育事業報告 

１．利用状況 

 

   

 

 

4 月 

 

5 月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

 

合計 

 

利用児童数 

 

 

0 

 

2 

 

 

 6 

 

 

 6 

 

 3 

 

 3 

 

 4 

 

 7 

 

 8 

 

 7 

 

 7 

 

 7 

 

  60 

 

 

利用日数 

 

 

 0 

  

28 

 

48 

 

 57 

 

 40 

 

 45 

 

 46 

 

 75 

 

 80 

 

 85 

 

 87 

 

 81 

 

672 

 

２．利用理由 

・不定期の就労 

・入所待機児童 

 

 

 



60～69歳 70～79歳 80～89歳 90～99歳 100歳～ 平均年齢

男 0 5 5 5 0 84

女 1 6 18 9 1 85

合計 1 11 23 14 1 85

宇城市 宇土市 美里町 阿蘇市 合計

措置人数 42 1 6 1 50

非該当 支援1 支援2 合計

人数 21 4 0 25

介護1 介護2 介護3 介護4 介護5 合計

人数 10 12 2 0 1 25

1年未満 1年以上～3年未満 3年以上～5年未満 5年以上～10年未満 10年以上 合計

男 5 0 3 5 2 15

女 4 8 9 8 6 35

ケアマネジャー

通所介護

訪問介護

生きがい元気センター

令和3年4月 5月 6月 7月 8月 9月

入所数 0 0 1 1 0 1

退所数 0 1 0 2
（緊急入所者退所）

1 0

10月 11月 12月 令和4年1月 2月 3月

入所数 1 2 1 0 2 1

退所数 1 2 1 2 1 0

30

３年度利用者数（１週間の延利用者数）

28 26 23

13（31回）

６．入退所状況

23（60回） 19（51回）

15（24回） 17（31回）

4（7回） 0

15（33回）

3（5回）

３．介護保険認定状況

４．入所期間

５．介護サービス利用状況

元年度利用者数（１週間の延利用数） ２年度利用者数（１週間の延利用者数）

令和4年3月31日現在

１５．養護老人ホーム松寿園

２．入所者措置市町村

１．年齢・性別

入所者状況報告



行事食 その他

入所判定会議、入所者健康診断
（採血・採尿）

入所者健康診断（聴診）

クリスマス会、
冬至、年越し

元旦、七草粥

節分

ひな祭り

入所判定会議

入所判定会議、入所者健康診断
（採血、採尿、心電図、聴診）

入所者インフルエンザ予防接種

入所判定会議

定例常会、園内夏祭り、法話

定例常会、誕生会、敬老会

定例常会、法話

定例常会、昼間想定避難訓練、
秋花苗植え、誕生会、おやつ作り

支援体制報告

新年挨拶、どんどや、初詣、
訪問散髪

２月

七夕、誕生会

お盆、夏祭り

十五夜、誕生会、
敬老会

誕生会

施設内行事

行事実績報告書

定例常会、花見、法話

定例常会、誕生会、母の日の集い、
菖蒲湯

定例常会、夜間想定避難訓練、
夏花苗植え、おやつ作り、
父の日の集い

４月

５月

６月

入所判定会議

入所者健康診断（採血）

入所判定会議

花見、灌仏会

母の日、誕生会、
端午の節句

父の日

　令和３年度、入所者の健康面では疾病での入院は１４名、骨折での入院は４名であった。また感染

性胃腸炎では１月に入所者８名が感染された。新型コロナウイルスでは８月に職員１名感染したが、

入所者への感染は防げた。令和３年度は１０名の方が入所、１１名の方が退所となられた。退所の内

訳として永眠の方が７名、特別養護老人ホーム豊洋園SS利用の方が２名、療養型病院へ１名、有料老

人ホームへ１名（緊急入所で入所対象外）であった。現在、入所中の方においても２５名の方が要介

護認定を受けている状況であり、介護度上昇による特別養護老人ホーム等への入居を検討しなければ

ならない方も出ている状況である。そのような中でも、入所者それぞれが安心して入所生活が送れる

よう食事、洗濯、入浴、排泄等の日常生活において必要な支援を実施した。

　行事、活動では昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響で外部との接触を避ける為、園外

の行事、活動等を自粛せざるを得ない状況であった為、園内で出来る行事、活動を多く取り入れた。

現在、入所待機者がいない状態である為、令和４年度は入所待機者の確保に努める。
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１月

７月

８月

９月

定例常会、法話、訪問散髪、大掃除、
クリスマス会、冬至（ゆず風呂）、
門松作り、生け花、餅つき

定例常会、誕生会、大掃除

１０月

１１月

１２月

３月

入所者健康診断（胸部レントゲ
ン撮影）、職員健康診断

定例常会

定例常会、大掃除、誕生会



朝 昼 夕

４月 1,449 1,298 1,450 4,197 154 78 3 0 2 237

５月 1,503 1,375 1,500 4,378 127 77 1 1 3 209

６月 1,461 1,310 1,461 4,232 151 67 1 2 2 223

７月 1,488 1,326 1,486 4,300 161 51 11 12 14 249

８月 1,534 1,354 1,534 4,422 182 9 1 0 1 193

９月 1,472 1,312 1,496 4,280 158 22 0 3 4 187

１０月 1,509 1,374 1,511 4,394 137 32 0 0 0 169

１１月 1,474 1,322 1,474 4,270 140 11 0 1 1 153

１２月 1,496 1,350 1,498 4,344 148 43 3 2 2 198

１月 1,498 1,350 1,497 4,345 96 76 2 6 5 185

２月 1,308 1,200 1,309 3,817 104 75 1 4 0 184

３月 1,413 1,414 1,415 4,242 0 101 2 1 1 105

25 32 35

前年実績 18,028 15,499 17,973 51,500 2,420 427 11 19 19 2,896

増 減 -423 486 -342 -279 -862 215 14 13 16 -1,538

前年対比 98% 103% 98% 99% 64% 150% 227% 168% 184% 79%

栄養管理事業報告書

2,292

デイ
利用
人数

入院

非提供食数

合 計 1,558 642
92

夕 合計
外出
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　食事レベルの低下に伴い、食形態の見直し及び制限食や付加食などを始め、看護師・相談員と連携を取り

ながら栄養管理や指導を行っている。また月に１回の献立検討会議において、献立の見直し・改善や誕生会

等での行事食や手作り料理を検討し、提供した。入居者の方の好みなどを今後も取り入れながら、喜んで頂

けるようにしていきたい。

提供食数

17,605 15,985 17,631 51,221

朝 昼 合計

　１月は感染性胃腸炎の流行、３月にはコロナウイルス感染予防等によるデイサービス利用の自粛等に続

き、入院者数が多かった事もあり、前年度と比較して食事数の増減が大きかったと考えられる。
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